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暗赤色を示 した嫌色素性腎細胞癌の1例
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   A 61-year-old man was admitted to our hospital because of the left renal mass lesion. We 

performed left radical nephrectomy under the diagnosis of renal cell carcinoma. The tumor showed a 
dark red color. The pathological diagnosis was chromophobe cell renal carcinoma. We could not 

make the diagnosis before the operation by echography, computed tomography or magnetic resonance 

imaging. It is still controversial whether this diagnosis can be made preoperatively.

(Acta Urol. Jpn. 45: 179-182, 1999)
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緒 言

1974年.Bannaschら1)はN-nitrosomorphineを 用

いたラ ッ ト発癌実験の結果,過 去 に記載のない組織学

的 特 徴 を 有 す る 腎 腫 瘍 を発 見 し,こ れ をChro-

mophobeMikroadenomと 名 付 け た.1985年,

Thoenesら2)は,ヒ トの腎上皮性 腫瘍500例 あ ま りの

中か らBannaschらDの い う組織学的特徴 を有す る腎

腫 瘍12例 を分 離 し,新 しい型 の 腎細 胞 癌 と して,

chromophobecellrenalcarcinoma(嫌 色 素性 腎細胞

癌)と して報 告 した.以 来,本 邦 で も7例 の症 例報

告3'6)と,36例 を ま とめ た検 討7)が 発 表 されて いる.

今 回 われ われ は,術 前 の診 断が難 しか った暗赤 色 の

chromophobecellrenalcarcinomaの1例 を経 験 し

たので若干 の文献 的考察 を加 えて報告す る.

症

患者:61歳,男 性

主訴:左 腰背部痛

家族歴:特 記すべきことなし

例

既往歴:55歳 時,脳 梗塞.58歳 時,左 腎結石を指摘

されるも症状がないため経過観察を行っていた.59歳

時,健 康診断で糖尿病を指摘され食事療法を,ま た,

胃潰瘍のため内服加療を開始 した.

現病歴:糖 尿病および胃潰瘍のため当院内科で加療

中であったが,1997年10月 初め頃より,左 腰背部痛出

現.58歳 の 時 に指摘 された左 腎結 石に よる痛 みの疑い

にて1997年10月6日,当 科 に紹 介 された.

現 症:身 長172cm,体 重75kg.左 肋 骨 脊柱 角 に

軽度 の圧痛 を認 めた以外 には異常 を認 めなか った.

検 査所 見:血 算,血 液生化学所見 に異常所 見は認 め

なか った.尿 検査:白 血球0～5/hp£ 赤 血球0/hp£

尿 細胞診classlで あ った.

画 像所 見;排 泄性 腎孟 造影 で は左 腎 に直径5mm

の結 石 と腎杯 の軽度 の拡張 を認 めた.腹 部超音波検査

では左 腎上極 に内部 が不均一で ややhypoechoicな 充

実性 の腫 瘤病 変 を認 め た.腹 部CT検 査 で は左 腎上

極 に弱 く造影 される直径23mmの 腫 瘤病変 を認め た

(Fig.1).腹 部MRIを 施 行 した ところ,左 腎上極 の

腫瘤 病変 はTl,T2強 調 画像 ともに腎 皮質 と同程度

の信 号で あった。Dynamicstudyで は早期enhance-

mentとwashoutが 明 瞭 に見 られた(Fig.2).

以 上 よ り左腎細胞癌 を疑 い,1998年2月10日,経 腹

的左根治 的腎摘 除術 を施行 した.

摘 出標本:重 量782g,腎 上 極 の腫瘍 は直径23mm.

充 実 性,弾 性硬で正常 腎組織 との境 界鮮 明で,腫 瘍 の

割面 は暗赤色 であった(Fig.3).

病 理 組織学 的所見:ヘ マ トキシ リンー エオジ ン染色

で は,腫 瘍細胞 は胞体が豊富で網状 であ り,ま た一部

で はやや好酸性 を示す細胞 を認 めた.核 は円形 で核小

体 を認 め た(Fig.4).Ha豆eの コロ イ ド鉄 染色で は腫

瘍細 胞 の胞体 内が 陽性 に染 ま り(Fig.5),Vimentin
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Fig. 1. Enhanced CT scan revealed the mass 

      lesion in the upper pole of the left kid-

         ney.
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Fig. 2. MRI revealed
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      MRI revealed the mass lesion in the 

      upper pole of the left kidney.
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 Fig. 3. Gross finding of
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        Gross finding of the extirpated left kid-

         ney. Tumor dark red color.
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Fig. 4. Microscopic findings showed the abun-

       dant cytoplasm and the round nucleus 
      (HE stain X66).
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The cytoplasm of the tumor cells was 
positive for Hale's colloid staining ( X 
66).
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染色では陰性,PAS染 色ではPAS陽 性穎粒が胞体内

に乏しかった.以 上 より本腫瘍を嫌色素性腎細胞癌 と

診断した.

術後の経過は良好で,現 在,外 来で経過観察中であ

る.

考 察

嫌色素性腎細胞癌 は,1985年 にThoenesら2)が 新

しい型の腎細胞癌 として初めて報告 した.そ の病理組

織学的特徴 としては,肉 眼的にはベージュ色を呈 し,

光顕的にはヘマ トキシリンーエオジン染色では腫瘍細

胞の胞体はやや空胞状ないし網状で明るいが完全に淡

明ではなく様々な程度の好酸性を示 し,ま た,コ ロイ

ド鉄染色では胞体が陽性に染 まることがあげられてい

る.

自験例の摘出標本では,腫 瘍は肉眼的には暗赤色を

呈 した.こ れまでの報告ではベージュ色ない し淡褐色

とされているが,こ の色調の差は当初,腎 摘出時の腎

臓内の密血のためと考えた.し か し,顕 微鏡的には欝

血所見に乏 しかったため,ベ ージュ色以外の色調 を示

すタイプの嫌色素性腎細胞癌の存在が示唆された.一

般的に,悪 性度が高 く急速に増大する腫瘍の色調につ

いては血管の増生が追いつかずに,白 っぽいものが多

いとされている8)そ の他,肉 眼的に色調に影響 を与

える因子 としては,胞 体内の脂質や脂肪組織の割合,

鯵血の程度などが考えられる8)本 症例では脂質の割

合は少なく,欝 血 も認めなかったので,腫 瘍細胞の分

裂速度が緩やかであったために,こ の色調を呈 したの

かもしれない.わ れわれが検索 したかぎりでは,こ の

ような色調を呈 した嫌色素性腎細胞癌の報告は認めな

かった.

病理組織所見としては,嫌 色素性腎細胞癌の特徴を

認め,こ れまでの報告2～7>と一致するものであったが,

最終的には特殊染色 を行 うまで確定診断できなかっ

た.良 性疾患のオンコサイ トーマとの鑑別が臨床上問

題となるが,術 前にその診断が可能であるか検討す

る.

腹部超音波検査では,オ ンコサイ トーマで も低エ

コーを示す腫瘤 として認められ9),こ れのみによる鑑

別は難 しいと思われる.CTで は,オ ンコサイ トーマ

には中心癩痕の存在が見られ,境 界明瞭で均一に腎実

質より弱 くエ ンハ ンスされる9'IDこ のことについて

は,嫌 色素性腎細胞癌でも同様の所見を示す報告 も多

く3"4'6),われわれの症例 も同様であった.MRIに つ

いては,総 じてオンコサイ トーマではTl強 調画像で

低信号,T2強 調画像で高信号,通 常型腎細胞癌では

Tl強 調画像で高一 中信号,T2強 調画像で高信号と

いう報告があるll)ま た,MRIで はオンコサイ トー

マの特徴所見である被膜や中心癩痕 を明瞭に描出で

き,血 流動態 も観察できるため,術 前の画像診断に有

用であるとの報告 もあるlo)わ れわれの症例ではTl

強調画像,T2強 調画像 とも腎実質 と同程度の信号

で,中 心綴痕は描出されなかったことよりオンコサイ

トーマは否定的で,術 前の鑑別診断 としては有用で

あった可能性がある.今 回は行わなかったが血管造影

では,嫌 色素性腎細胞癌は比較的乏血管性であるが腫

瘍血管の増生の有無などの所見によりオンコサイトー

マの術前診断が可能であるとの報告 もある6'12)ま

た,最 近,血 管撮影に代わるものとして注目されてい

るヘ リカルCTを 行えば確定診断の参考になったか

も知れない13)

嫌色素性腎細胞癌の予後は通常型腎細胞癌に比 して

良好で あ るとされてい る6)が すべ てmalignant

potentialが 低い とは言えないとの報告7>も あ り,ま

た,嫌 色素性腎細胞癌はオンコサイ トーマの悪性化で

はないかと示唆する報告 もあ り14)今後の経過観察は

重要 と思われる.

結 語

Chromophobecellrenalcarcinomaの1例 を 経 験

し た の で 若 干 の 文 献 的 考 察 を 加 え て 報 告 した.

本稿を終えるにあたり貴重な御助言をいただいた本院病理

科の小見山祐一医師に深謝いたします.
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